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相
互
扶
助
シ
ズ
テ
ム
を

　ｱｼﾞｱ医師連絡協議会

菅波茂代表に聞く

｀
哉
共
同
保
健
プ
ロ
ジ

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
の
菅
披
茂
さ

ん
は
三
月
初
め
、
ア
フ
リ
カ
南

部
の
国
ザ
ン
ビ
ア
の
首
都
ル
サ

カ
を
訪
れ
た
。
ザ
ン
ビ
ア
で

は
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
に
よ

る
伝
統
的
共
同
体
の
破
壊
や
干

ぱ
つ
な
ど
か
も
た
ら
す
貧
困

で
、
五
歳
以
下
の
幼
児
死
亡
率

か
二
〇
％
に
の
ぽ
っ
て
お
り
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
夏
か
ら
、
国
際

協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と

共
同
で
保
健
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
五
年
間
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
Ｏ
Ｄ

Ａ
事
業
へ
の
参
加
は
、
こ
れ
か

エ
ク
ト

ん＝ＡＭＤＡの理念を籍る菅波さ
岡山市のＡＭＤＡ本部

初
め
て
で
あ
る
。

　
「
こ
の
事
業
が
ま
さ
に
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
理
念
な
ん
で
す
よ
。
衛

生
状
態
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

医
療
技
術
援
助
だ
け
で
は
だ
め

な
ん
で
す
。
現
地
で
は
、
コ
ミ

ご
Ｉ
テ
ィ
ー
の
建
設
や
雇
用
の

創
出
な
ど
生
活
基
盤
を
底
上
げ

す
る
こ
と
で
、
住
民
参
加
の
機

運
を
盛
り
上
げ
る
。
無
秩
序
な

ス
ラ
ム
で
あ
る
現
状
を
変
え
る

た
め
、
日
本
の
町
内
会
の
よ
う

な
相
互
扶
助
の
シ
ス
テ
ム
を
持

ち
込
み
た
い
」

　
ザ
ン
ピ
ア
で
の
視
察
か
ら
帰

／心
廊

っ
た
菅
波
さ
ん

は
、
プ
ロ
ク
ェ

ク
ト
ヘ
の
抱
負

を
熱
っ
ぽ
く
語

ｙ
ト
　
　
っ
た
。
地
域
に

　
　
　
　
　
　
根
付
い
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ら
で
は
の
「
生
活
観
の
あ

る
発
想
」
を
実
現
さ
せ
た
い
と

い
う
。

　
菅
肢
さ
ん
は
緊
急
救
援
活
動

の
成
功
の
た
め
の
三
原
則
と
し

て
、
「
活
動
拠
点
、
通
信
、
輸

送
の
確
保
」
を
挙
げ
た
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
場
合
、
こ
の
三
原
則
を

支
え
て
い
る
の
が
地
元
・
岡
山

の
「
後
方
支
援
体
制
の
御
三

家
」
、
つ
ま
り
、
政
治
家
の
後

援
会
、
宗
教
団
体
、
町
内
会
な

ど
地
域
の
諸
団
体
。
こ
う
し
た

団
体
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い

る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
員
の
確

保
や
物
資
の
寄
付
も
迅
速
に
な

る
と
い
う
。

　
例
え
ば
、
岡
山
県
航
空
協
会

の
協
力
で
、
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
航
空

局
」
が
誕
生
し
、
緊
急
の
場
合

の
空
路
が
確
保
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
広
島
と
沖
縄
も
名
乗

り
を
上
げ
、
拠
点
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
。

　
「
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
よ
う
に
欧

米
琉
の
『
人
権
意
識
』
に
固
執

し
す
ぎ
る
と
、
多
様
な
団
体
か

ら
の
協
力
が
得
に
く
く
な
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
地
域
奉
仕
も
し

な
が
ら
相
互
理
解
、
相
互
支
援

と
い
っ
た
生
活
観
の
あ
る
相
互

扶
助
意
識
で
連
携
を
維
持
し
て

い
く
ほ
う
が
活
動
基
盤
を
維

持
、
拡
大
し
や
す
い
。
だ
か
ら

多
国
籍
多
宗
教
医
師
団
の
編
成

も
出
来
、
活
動
の
可
能
性
も
広

ＡＭＤＡ

な

い

　
　
　
が
る
」

　
　
　
　
こ
の
多
気
方

　
　
　
に
は
、
異
論
も

　
　
　
あ
る
か
も
し
れ

し
か
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
あ

笑

へ

あ
る
。

　
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
キ
リ
ス
ト

教
の
倫
理
観
に
基
づ
い
た
人
権

意
識
を
実
践
の
基
準
と
し
て
い

る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
日

本
は
伝
統
的
な
隣
組
の
よ
う
な

相
互
扶
助
意
識
を
背
景
に
す
れ

ば
い
い
、
と
菅
故
さ
ん
は
続
け

る
。

　
　
「
欧
米
琉
の
人
権
意
識
は
個

の
論
理
で
均
一
的
な
価
値
観
を

求
め
る
。
こ
れ
に
対
し
、
相
互

扶
助
は
生
活
の
論
理
で
多
様
性

を
生
み
出
す
。
ど
ち
ら
が
持
続

的
で
相
互
理
解
に
つ
な
が
る

か
二
目
瞭
然
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」

　
一
方
で
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

課
題
と
し
て
、
苛
波
さ
ん
は

　
「
国
運
を
中
心
と
し
た
国
際
社

会
の
な
か
で
の
交
渉
力
の
強

化
」
を
あ
け
た
。

　
　
「
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国
連
諸

機
関
は
長
年
の
経
験
に
も
と
づ

い
た
″
業
界
″
を
形
成
し
て
い

る
。
そ
こ
に
参
入
す
る
に
は
、

国
際
ル
ー
ル
に
精
通
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
人

材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
国
連
と
の
つ
な

が
り
も
あ
り
、
活
動
範
囲
も
広

い
の
で
有
効
な
機
会
を
提
供
で

き
る
と
思
う
」

　
こ
れ
が
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大

学
」
構
想
の
根
本
で
も
あ
る
よ

う
だ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
日
本

的
、
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
的
な
現

実
主
義
の
発
想
に
立
っ
た
ユ
ニ

ー
ク
な
組
織
と
い
え
る
。

　
　
　
（
社
会
部
・
北
村
理
）

。
多
国
籍
趾
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
梅
外
派
遣
で
も
多
く
の
実
績

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
世
界
各
地
の

紛
争
地
や
災
害
の
被
災
地
で
保

僥
医
療
を
中
心
と
す
る
人
道
援

助
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
る
多
国
籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。
本
部

は
代
表
の
菅
波
茂
さ
ん
が
院
長

を
つ
と
め
る
岡
山
市
楢
肆
の
菅

肢
内
科
医
院
内
に
お
い
て
い
る

か
、
ア
？
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど

世
界
十
八
力
国
に
支
部
を
も

ち
、
十
七
人
の
本
部
事
務
局
員

と
約
千
二
百
人
の
会
員
（
う
ち

海
外
は
二
百
人
）
を
擁
す
る
Ｓ

際
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

実
績
か
ら
昨
年
十
一
月
に
は
、

国
連
へ
の
協
議
に
参
加
で
き
る

　
「
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
に
認
定
さ
れ

た
。

　
一
九
七
七
年
、
岡
山
大
学
医

学
部
の
学
生
だ
っ
た
菅
肢
さ
ん

を
中
心
に
ア
ジ
ア
地
域
に
関
心

を
も
つ
医
学
生
や
ア
ジ
ア
か
ら

の
留
学
生
で
つ
く
っ
た
サ
ー
ク

ル
「
西
日
本
医
学
生
ア
ジ
ア
連

絡
協
議
会
」
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

出
発
点
だ
っ
た
。

　
二
年
後
に
は
タ
イ
国
境
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の

が
る
ボ
ラ

な
救
援
活
動
が
で
き
な
か
っ

た
」
こ
と
が
教
訓
に
な
り
、
菅

肢
さ
ん
ら
は
八
四
年
、
本
格
的

な
活
動
を
目
指
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

を
設
立
し
た
。

　
当
初
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の

体
力
を
つ
け
る
こ
と
に
専
念
し

た
。
国
際
会
議
や
留
学
生
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
、
ア
ジ
ア
地
域

を
中
心
に
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
脈
を
広
げ
た
。

　
初
の
海
外
派
遣
は
八
八
年
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
飛
び
入
イ
ン
ド
巡
回
診
療
プ
ロ
ク
ｚ
ク

り
で
参
加
し
た
。
こ
の
時
、
ト
。
徐
々
に
組
織
も
強
化
さ

「
受
け
皿
が
な
く
て
、
実
質
的
れ
、

　
　
阪
神
大
震
災
で

九
一
年
か
ら
は
海
外
派
遣

一
番
乗
り

ン
鴬
ア

も
本
格
化
す
る
。
こ
れ
ま
で
の

主
要
な
海
外
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
け
で
も
二
十
三
（
イ
ラ
ス

ト
）
あ
り
、
派
遣
人
員
は
延
べ

六
十
人
に
の
ぽ
る
。

　
活
動
範
囲
が
広
が
る
と
と
も

に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
の
連
携
も
強
化
し
て
い
る
。

九
四
年
の
旧
ユ
ー
ゴ
支
援
で

は
、
長
期
化
し
た
紛
争
に
よ
る

人
々
の
‐
1
心
の
芦
一
に
も
気
づ

き
、
医
療
支
援
だ
け
で
な
く
生

活
全
般
に
わ
た
る
多
角
的
な
援

助
活
動
を
目
指
し
て
、
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
六
団
体
と
「
日
本
緊
急

救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
」
？

Ｅ
Ｎ
）
を
結
成
し
た
。

　
む
ろ
ん
、
国
内
で
の
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
昨
年
の

阪
神
大
震
災
で
は
一
月
十
七
日

の
発
生
当
日
に
現
地
入
り
し
、

一
ヵ
月
で
延
べ
約
三
千
人
の
メ

ン
バ
ー
が
被
災
池
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
。
こ

の
経
験
か
ら
、
大
規
模
災
害
に

即
応
し
う
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ア
フ
ア

太
平
洋
緊
急
救
援
機
構
（
Ａ
Ｐ

Ｒ
Ｏ
）
」
を
提
唱
し
て
設
立
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
将
来
構
想
と
し
て
、

人
材
可
成
の
た
め
の
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
国
際
大
学
」
の
設
立
を
目
指

し
て
い
る
。
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